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● 出席した事務局職員
庄司 一弘 高野 良 北原 圭子

O 担当書記

北原 圭子

0 本国の会議に付した案件

(1)諮問事項

①南相馬市地域子育て支援拠プ点施設整備基本計画の策定について

(2)報告事項

①南相馬市B&G海洋センター条例等の廃上について

②南相馬市国民健康保険第3期保健事業計画 (データヘルス計画)及び第4期特定健

康診査等実施計画 (素案)に係るパブリックコメント手続の実施について

③南相馬市地域防災計画の修正 (素案)に係るパブリックコメント手続の実施につい

て

④南相馬市高齢者総合計画 (第 10期高齢者福祉計画・第9期介護保険事業計画)の
策定に係るパブリックコメント手続の実施について

⑤ともによりそい 。はぐくむ南相馬市人権施策推進計画 (素案)に係るパブリックコ

メント手続の実施について

⑥新庁舎建設基本設計に係る市民説明について

⑩ 会議録署名人

委員 奥村 健郎 委員 半谷 員知子

1 開会                          午後 13時 20分開始

■原町区地域振興課長

委員の皆様には、お忙 しいところご出席いただきまして誠にあ りがとうございま

す。皆様お集ま りいただきましたので、定刻前ではあ りますが、ただいまより令和

5年度第 9回原町区地域協議会を開会いたします。

2 会長あいさつ

■原町区地域振興課長

はじめに、原町区地域協議会平間勝成会長からご挨拶を頂戴いたします。

◇会長

(会長あいさつ)

3 議事

■原町区地域振興課長

これから議事に入 りますが、これ以降は、会長が座長にな り会議の進行をお願い

いたします。

(1)会議録署名人の指名

◇議長

それでは、次第により議事を進めてまいります。
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はじめに、会議録署名人の指名ですが、会議録署寝人には、奥村委員と半谷委員

の2人にお願いします。

(2)書記の指名

◇議長

次に、書記の指名ですが、書記は原町区地域振興課北原主事を指名します。

(3)諮問事項

◇議長

それでは、次第3(3)の諮問事項に入ります。① 「南相馬市地域子育て支援拠

点施設整備基本計画の策定について」を議題とします。

■原町区地域振興課長

本 日、市長及び副市長が別公務のため、また、原町区役所長が緊急の公務が発生

しまして、私が代理として諮問を行わせていただきます。

■原町区地域振興課長

(諮問書の読み上げ)

◇議長

それでは、ただいまの諮問について担当課から説明をお願いします。

■こども家庭課

(説 明 )

◇議長
只今の説明について、質問やご意見等はございますか。

◎平間会長

24ページの事業計画の建設費の財源について、想定 されている財源の構成 と事

業手法の二点についてご説明いただけないでしょうか。

■こども家庭課

一点 目の財源についてですが、土地は市の財産です。市有地ですので、新たに取

得するものではございません。実は、同様の質問につきま しては、パブ リックコメ

ン トの意見の中でも寄せ られてお りま した。資料 1の 2、 番号 9番です。建設費見

込額 9。 9億円の財源の内訳について、鹿島区地域協議会委員からの問いに対 して

ですが、現時点の市の試算では、建設整備に係る費用の 4分の 3について国の福島

再生加速化交付金を見込んでお ります。防災関連、避難所機能等を整備するための

防災関連の施設整備等につきま しては、地方債の緊急防災・減災対策債を見込んで

います。備品購入、例えば施設に配置する机や棚などの備品や一部の遊具等の備品

購入費については、県の被災 した子 どもの健康・生活封策等総合支援事業補助金を

見込んでいます。

三点 目の事業手法については、資料 1の 4、 計画本編の 25ページの表の中に、

事例 として 4つの事業の手法を記載 しました。一番左側が従来方式で、それ以外の

3つ については、公民連携の手法です。市と一部民間の活力等を活用 した手法で、
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DB方式、DBO方式、PFI方式等の例示をしています。DB方式については、デザイン
ビル ド方式ということで、従来は分離発注していた設計と建設を―サ括して民間事業

者に委ねるものです。DBO方式とは、デザインビル ドオペレーションのことです。
オペレーションについては、管理ということで設計建設、その後の維持管理運営に
ついて全て民間に委ねる手法です。PFI方式については、設計、建設、維持管理そ
して資金調達まで含めて全面的に民間に委ねる手法を例示しています。現時点でど

ういつた手法を活用していくかは未定ですが国の交付金との関連!性や事業の速やか

な進才′ノキ等を含め、様々な手法について検討していきたいと考えておりますも

◎平間会長

今の事業手法で、記載の上の方に 「地元企業の参画について配慮 します。」 とい

う文言が入つていますが、民間とい うことは、市は今までの従来通 りの公共ではな

く一部民間が入るか全面民間が入ることを想定 した方に傾いているのですか。 ここ

に民間が二つで従来方式が一つの事例を出したのは、民間方式に移行すれば地元の

事業者の活性化にもなるなど、そ うい う意図も入つているのでしょうか。

■こども家庭課

資料 1の 4、 25ページに 「地元企業の参画について配慮 します。」 とい う記載

があります。表記の意図としては、例えば、記載の DB方式、DBO方式、PFI方式の

ような民間の主体で、設計から建設あるいは運営までの手法を採用する際に、どう

しても大手の企業でないと実施が難 しくなるところがあります。ただ、例えば、市

外や県外の大手の企業などが事業受注 した際に、建設整備 も県外の事業者が全て担

うことになると、地元企業の育成や活性化の部分で支障が生 じる恐れがあ ります。

このような公民連携の手法をとった場合であっても、受注先については地元の企業

を活用するとい う趣 旨で、地元企業の参画について配慮するとい う表現を入れたも

のです。現時点で、公民連携の手法も視野に考えてお りますが、どの方法で行 うか

は決定 してお りませんので、メリットデメ リッ ト等を含めて検討 し決定 していきた

いと考えてお ります。

◎平間会長

もう一つ追加ですが、建設資材の高騰が万博で大問題になっています。民間にな

るとその辺 りが高騰 します。公共、市役所だと抑えることも可能で業者 を選定でき

るで しょう。昨今の建設費の高騰を、どのように考えていらっしゃるので しょうか。

■こども家庭課

建設費の高騰ですが、資料 1の 4、 61ページに建設費見込額参考資料の記載が

あります。建物を現在想定 している規模で整備 した場合、木造で 9。 9億円い う見

込みを立ててお ります。その試算では、今後の整備までに約 1割程度の資材高騰を

見込んだ試算 としています。昨今、非常に建設資材の高騰 とい う現象が見 られます
ので、これから整備する建設費についても一定の資材の高騰費を見込んで積算をし

ています。個別具体的な資材の値上が りについては、なかなか相場等を読み切れな
い部分があるので、他の整備事例や社会情勢等も踏まえて、今後適切に整備費を積

算 していきたいと考えてお ります。
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◇議長

その他ありませんか。

それでは、その他特になければ、只今の説明を受けての、原町区地域協議会の意

見をまとめたいと思います。妥当であるとの意見で異議ありませんか。

(「異議なし」と呼ぶ声あ り)

◇議長               ,                _
では、異議なしとい うことですので、答申書を提出したいと思いますので、事務

局は、答申書の作成をお願い します。

(答 申書写 し配布 )

◇議長

それでは、答申書の内容について確認をお願いします。只今、お配りした答申の

内容について、ご異議ございませんか。

(「異議なし」と呼ぶ声あ り)

◇議長

異議なしとのことですので、只今、お配りした答申書の内容で答申致します。

事務局は、答申書の提出の準備をお願い致します。

◇議長

それでは、本日諮問された 「南相馬市地域子育て支援拠点施設整備基本計画の策

定について」を答申致します。

(答申書の読み上げ)

■原町区地域振興課長

ただ今は、会長はじめ委員の皆様には、慎重なるご審議をいただき、ありがとう

ごいます。いただいたご意見を、参考にさせていただいて、より良い施設 となるよ

うに努めてまい ります。ありがとうございました。

(4)報告事項

◇議長

それでは、次第3(4)の報告事項①「南相馬市 B&G海洋センター条例等の廃

上について」担当課から説明をお願いします。

■スポーツ推進課

(説 明 )

◎平間会長

ただ今の説明ですが、少 しだけ今後のスケジュールについて補足 します。本来は、

鹿島区地域協議会で諮問を受けたものを報告するのですが、鹿島区の都合があり、
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原町区と小高区が先に報告 とい う形になっています。

◇議長

只今の説明に関して、何かご意見ご質問等ありましたらお願いします。

◎奥村委員

一′点だけ確認ですが、この経過概要を見ます と、平成 31年に廃止が了承 された
,も ので、議会等でもそ うだと思います。今回までに、台風の瓦礫置場になった等あ

りますが、その関係で 日延べになったのか、それ とも B&Gの方か ら申し入れがあっ

て廃止に至る正式手続きになったのか、確認 したいと思います。

■スポーツ推進課

平成 31年に整備検討委員会で検討 された事項の中には、令和 3年度に完成いた

しま した真野川親水サイクリングロー ドが計画の中に入つてお り、施設が整備 され

てからとい うこともあり、期間が延びた経過があ ります。併せて今年度、スポーン

推進計画の見直 しのなかで、スポーツ施設の整備、改修等計画もあるのですが、こ

れ らを踏まえまして、今年度の対応の運びとなってお ります。

◇議長

その他、ご意見ご質問がなければ、以上で① 「南相馬市 B&G海洋センター条例
等の廃止について」報告事項を終ります。

続きまして、②「南相馬市国民健康保険第 3期保健事業計画 (データヘルス計
画)及び第 4期特定健康診査等実施計画 (素案)に係るパブリックコメント手続の

実施について」担当課から説明をお願いします。

■健康づ くり課

(説 明 )

◇議長

只今の説明に関して、何かご意見ご質問等ありましたらお願いします。

◎本間副会長

これは、大変ありがたい施策だと思つています。県でも、健康維持のために喫煙

や肥満を無 くそ うとい う事業をやっていますよね。私もその紺象者の一人です。罹
病を分析 して、精神的にも肉体的にも健康で長生きするとい うのは、幸福な条件の

一つですから大変ありがたいのですが、実際のところ、自分 自身 となるとなかなか

できません。何年も市から通矢日は来ますが、私もやっていません。県のそ ういった

取 り組みには、同調 し、 3～ 4キ ロほど痩せて成功 しました。 もつと職員が市民と

触れ合 うため、行政区の総会に出てくるとか、そ ういつた努力をすれば黍加率が高
くなるのではと思います。

■健康づ くり課

貴重なご意見等ありがとうございます。まず、いろいろな健康事業に携わってい

ただき、健康の大切 さを知っていただく、す尚且つ、健診 し、予防 していただくこと

も大切と考えています。機会を捉えて、専門職の保健師等おりますので、出向き、
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ご説明させていただければと思います。どうぞよろしくお願いします。

◎ 奥村委員

健康診断関係です。 コロナで下がつた受診率がほぼ、以前に戻 りつつあるとい う

ことですが、今後の計画では 目標値を単純に上げているように見えます。そうす る

と、現状 38%ぐ らいの受診率ですので、現実との差がどんどん開いていくでしょ

う。また、全国平均、県平均 との比較 も必要だと思います。その乖離が大きくなれ

ば、達成状況が D(悪化 している)や C(横ばい),に当然なつていきます。 どのよう

な根拠でこのような 目標値にしているのかギ特定保健指導 も同じような目標値です

が、その辺の考え方を確認 したいと思います。

■健康づ くり課

健診の受診率や特定保健指導の実施率の 目標値の設定の考え方ですが、令和 11
年度までに60%に するよう国の目標があり、現時点での数値から右肩上がりの 目

標 となつています。委員のご意見のとお り、 日標 との差が開いてい く可能性があ り

ますので、 3年後の中間評価の段階で、必要に応 じ目標に関 しては見直 しをしたい

と考えています。

◎奥村委員

国の指針に基づ くのであれば、それ らは、この資料 3の 3の 中にあるのでしょう

か。国が音頭を取つているのであれば、それは非常に大事だと思います。市だけで

決めている訳ではなく、国民皆で 目標に向か うとい うことは、市民 としての受け止

めが良いと思います。資料 3の 3の内容 をよく見ていませんが、そのことが記載 さ

れていて、 目標を達成 していくことが大切だと思います。 もし記入がなければ、市

民説明会等の中で、しつかりと説明すべきと思います。

■健康づ くり課

資料 3の 3の 4ページをお開きくだ さい。 「第一章 計画の概要」で計画の

「 (1)背景」、の一行 日の最後から、すべての健康保険組合が保健事業の実施計

画 として、保健事業実施計画 (データヘルス計画)(以下、データヘルス計画 とい

う)を策定 し、実施することとしてお り、この計画を標準化す ることと、わか りに

くいのですが、国から標準化 して比べてください、とい うようなガイ ドラインが出

ています。また、この冊子の中の 28ページですが、特定健康診査及び特定保健指

導に関する分析で、市、県、人 口の同規模 自治体、国との比較をしてお ります。国

平均は低 く、 37%が 現状です。県 としては43%で 、令和 9年度までに全国とし

て 60%を 目指す ことを、国のガイ ドラインで うたわれています。その部分につい

て触れずに、 60%を 目指 します とい うことで したので、委員か らのご意見を取 り

入れながら、わか りやすく、説明や表記で 日標設定のご案内をしたいと思います。

◎奥村委員

健康診断の受診率は、以前から40%を 超えない状態が続いていているのに、そ

れを 60%目 指すには、本間副会長か らもあつたように、通知 も含めて市民に知 ら

しめることが大事だと思います。今まで区長会などでの説明は無い気がするのです

が、説明の機会をつ くり、 60%を 目指 します とか、皆 さん受診 して くださいとの

担当部署からの声が しっか りと届 く活動をお願い したい と思います。文章一本だけ
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では、なかなか市民は行動に移 さないので、健診率を上げるために、努力が大事だ

と思います。            :
■健康づくり課

貴重なご意見として承 りまして、今後の事業、私どもの職員の行動について、検

討実施 させていただければと存 じます。

◎本間副会長

テ 奥村委員に追加ですが、各事業をどの課でやっているのか文書が来てい ましたも,

|も
う一歩進んで、例えば、いろいろ分析をしたデータがあるので しょうからくI‐「あ

なたは何年もこの健康診断を受けていませんが健康ですか」とか 「こうい う制度で

通知が行つていると思います」 と電話で丁寧に受診場所等説明、紹介 したらいいと

思います。このくらい したら、相当、健診率が上がるのではないか、あるいは市民

サービスになるのではないかと思います。ただ単に、区長にこうい う制度がありま

す と文書一枚を一年に一度出して終わ りでは、なかなか受診率健診率は上がらない

と思います。できたら、今一歩進んだサービスがあってもいいのかなと思います。

■健康づ くり課

お申込みいただいた方であれば、電話連絡先がわかる方もいますが、そもそも申

し込みのあり方は、連絡先がわからない方もいるので、手法については、一つの意

見として うけとめ、積極的に受診いただけるように策を練っていきたいと考えます。

◇議長
その他、ご意見ご質問がなければ、以上で②「南相馬市国民健康保険第 3期保健

事業計画 (データヘルス計画)及び第4期特定健康診査等実施計画 (素案)に係る
パブリックコメント手続の実施について」報告事項を終ります。

続きまして、③「南相馬市地域防災計画の修正 (素案)に係るパブリックコメン

ト手続の実施について」担当課から説明をお願いします。

■危機管理課

(説 明 )

◇議長

只今の説明に関して、何かご意見ご質問等ありましたらお願いします。

◎平間会長

今回の能登半島地震で、かな り道路が寸断されて、物資輸送が滞った り避難に支

障をきた した りしています。全部の資料に目を通 していないですが、市内の道路の

危険個所 とか、これ くらいの雨が降ったら危ないぞとか、そ うい うのはどの辺 りに

記載 されていますか。

■危機管理課

災害の予防計画は、 25ページの計画本文です。こちらには災害に強いまちづく

りで、都市の防災機能の強化、市街地の整備等があります。 26ページ、道路の整

備で、 「災害時の避難路ネ ッ トワークとともに、緊急支援物資の輸送、救急及び消

防等の緊急活動に効果を発揮する幹線道路ネ ットワークを計画的に整備する。」等
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の記載がございます。県道、国道、高速道路等の道路は、主に土木課が中心とな り、

連携 しなが ら進めていく。 さらには、今回、イ能登半島地震では地理的な特性があ り、 Ⅲ i

崖地 と海の間に土砂崩れ等があ りま した。こういつた時に道路を切 り開いて避難物

資を輸送 した り避難させた りする等必要になってくるのが道路啓開です。道路啓開

の計画は、県が中心となつて作つてお りますので、市は、まず道路の部分について

は土木課が中心となって、連携をしながら市の避難者の輸送、そ して物資の輸送 と

道路啓開の段敢 りをしていくとい う内容です。

◎平間会長                 年

道路の場合、市道、県道、国道 と縦割 りで、前の台風の時に 「ここは県道だから

市で手が出せない」等 と聞いたことがあるのですが、今回の能登の場合には、緊急

性があるので国が肩代わ りしてやつていますが、連携 とは言葉はいいのですが、管

轄が違 うと手が出せない等、想定はされていないですか。

■危機管理課

資料の計画本文の 106ペ ージの第 1節、緊急輸送路の確保、第 1次確保路線、

第 2及確保路線、第 3次確保路線 といつた表現があ ります。先ほど担当係長が説明

しま したように、基本的に今、道路管理者は国道、県道、市道で、国道でも二桁国

道は県が管理するとい う役割があります。この地域防災計画は、市の単独の計画で

はなく、この地域にかかわる皆 さんの計画で、伝達部分、情報の到達の仕方につい

ての差異は出てくるかと思います。基本的に、この計画の内容に沿つてそれぞれの

所管するところが対応するとい う大前提になっていますので、お声をいただいた時

に市の担当部署で、す ぐにできないところは実際にあると思います。ただ、そ うい

うところをいかに県や国に、市の災害対策本部が繋いでどう対応するかが大事です。

また、今回の能登半島地震の関係でいえば、大規模災害の中で、自衛隊に要請を

しなが ら啓開活動をするとい うことで、いかに倒壊 した建物等を排除 しながら被災

地に進むか等優先的に取 り組む内容が、今ほどの緊急輸送路の確保の対応する計画

の中身 となっています。概要については以上です。

◎平間会長

もう一ついいですか。今回、能登半島地震がありましたので、第 1次避難と1.

5次避難と2次避難とありますが、南相馬市では1.5次避難の想定はしているの

でしょうか。

■危機管理課

一般的には、まず 1次避難所 として体育館や学習センター等に、安全確保のため

に身を寄せていただき、そ して家がなくなってしま うなど戻れない方は、そこの避

難所で一定程度の生活を仮住まい等で暮 していただき、その後に仮設住宅 とか借 り

上げ、みな し借 り上げ住宅に移つていただきます。市では、既に令和 4年 3月 の福

島沖地震、それから令和 5年 9月 の台風 13号の時に、避難所から仮設住宅へ と2

次避難に移行する間に、 1.5次 避難相当として市の市営住宅等にいち早 く入居い

ただき、より生活 しやす く過 ごせるよう紺策をとっています。まさに、こういつた

ことを段階に応 じて、少 しずつ避難 された方の環境をよくし住みやす くしていくこ

とが、災害関連死を防ぐとい う観点からも、また被災者の生活の再建のためにも必

要 と思っていますので、計画に盛 り込みながら対応 していきます。
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◎奥村委員

今月 14日 に危機管理課にご支援いただいて、防災訓練を下太田地区で行いまし

た。石川での地震があったからだとは思いますが、 60名 を超える参力口者でした。

その中で、市民の方から避難所の在 り方を問われました。東 日本大震災の時に、原

町第二中学校の避難所に 500名 以上の方が避難 したことがあ りますが、その後裏

山が危険で土砂崩れの恐れがあるとい うことで、原町三中が避難所から外れてしま

いました。当時、太田地区を含めて大甕、小高方面からの避難者がいましたが、地

元では土砂崩れの可能性は無いと10年以上前からお話 させていただいています。

地元の人間は、下が岩盤なので状況はわか りますと恐 らく震災後に、国からの補助

で調査をしたと思いますが、その後の見直 しは、判断基準や調査も含めて一切なさ

れていない と思います。実際、台風 19号の時、指定された太 田地区の避難所であ

る陸上競技場の建屋が、大雨で建屋そのものが冠水 して避難できなかったとい う状

況もあ ります。それで 2年前に、相馬太田神社が地元避難所 とな りましたが、東 日

本大震災の時に石垣が崩れた り、令和 3年の地震でコンクリー トの鳥居が崩れた り

して、最近まで鳥居にギプスをはめていた状況です。地元 としては危険な場所だと

感 じてお ります。そこを指定 したとい う経緯については、原町三中の代替だと思 う
のですが、是非、調査や見直 しをしていただきたいと思います。原町三中は、一時

避難所 としては駐車場も含め大変有望な場所ですので、今後こういった計画書を作

るうえで、検討 してほしいと思います。

■危機管理課

避難所については、災害封策基本法で国では噴火、津波、大雨、大規模災害など

8種類の自然災害を指定 してお り、想定される災害に対 して、危険度 リスクが少な
い場所を指定 しなければならないとされてお ります。そ ういった中で、原町三中に
ついては、県が指定 している土砂災害警戒区域の指定があり、大雨 と地震 とい う中

では、土砂災害のリスクがあることから外 さざるをえませんで した。 しか しながら、

今ほどいただいた内容を踏まえて、市の指定避難場所、市が指定 していない地域の

避難所についても、安全性や どんな災害に適 しているか等をどんどん見直 しながら

対応 していくことが必要 と考えていますので、今後 しつか りと検討 して対応 してい

きたいと考えています。

◎本間副会長

令和元年の台風 19号時、横川ダムの放流と大雨で、西町周辺の雀部川、大木戸
川、水無川が増水し、その水が堤防すれすれでした。線状降水帯が発生すれば、必

ず水害が起こると私は言つてきました。笹部川の水を、どこでどのように大木戸川
に放流するのが安全なのか。県と市で協議し改善できないのですか。改善する方向
でやっていただきたい。

■危機管理課

ありがとうございます。やは りその場所に住んでお られる方のお言葉、非常に重
いなと考えてお ります。その上で 2点 に分けてご説明させていただきたいのですが、
一つは、まず、笹部川 と支流の雨水排水の強化ですね。こういった ところは本問委

員がおつしゃった通 り、まさにその通 りでございます。台風 13号の被害を受けて、

す ぐに知事の視察もありましたが市の本部長である市長が、笹部川 を含めた雨水の

流れについて、利水ダムのキャパシティーが足 りないので一刻 も早い改修の陳情を
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しなが ら、県の工事をもつとスピー ドアンプ してほしいとい う対応をしているとこ

ろです。    .i
もう一点はダムのことです。令和元年の台風の時に、 日本全国の水を利用するた

めの利水ダムと言われ るダムが満水になつて緊急放流をしたため、さらに下流の被

害が広がったとい う反省か ら、ダムに関しての基準が見直 されています。 これまで

は、県のダムを市が委託を受けているので、一定の水を貯めておかないといけない

とい うルールの中で管理 してお りました。その基準が見直 されてからは、事前に大

雨が降 りそ うな時は、先に少 しずつ水を流 して量を減 らしておくといつた調整放流

ができるようにな り改善 されてお ります。その結果、台風 13号の時、横川ダムの

下流の太田川についてはそれほど水位が上が りませんでした。その理由としては、

事前にダムで調整するため水を少 しずつ放水 し、いざ雨が降った時に下流に流れな

いようダムでス トックした とい う働 きが大きかつたので、まさに本問委員のおつし

ゃるような内容 とい うのを、それぞれの担当部局が共有 しながら、県や国にも働 き

かけて対応することが必要 と考えてお ります。

◎本間副会長

能登半島で地震があ りましたが、個人 としてどう対応 していくかが大事だと思い

ます。西町も今年 3月 30日 に防災訓練を行います、毎年 120人 ぐらいの参加者

がお ります。一回の訓練で、いろいろ指導を受けて完整 とい うわけにはいきません

が、毎年やるとい うことで今年で 6年 目にな ります。そ して私も阪神淡路大震災で

は、職務上、三 日間現地を歩いて見てきました。何の被害も受けていないのがプレ

ハブで した。災害時には、プレハブは非常に貴重です。それから私の実体験では、

井戸水です。私の住宅のところは地下水の流れがよく、検査を受けて飲めるように

したのを二つ持つています。 23年の 3月 11日 の震災の時、多くの皆さんにこの

水を供給いたしました。それから困るのが トイ レです。山がありますね。山林 とい

うのは緊急の トイ レに使えるので貴重です。もう一つ、移動式の鍋、薪なども 1.

5次避難で大いに役に立ちま した。 どこに誰が山をもつていて井戸水はどこにある

かなど、区長が良く知つています。そ うい う情報 も得 るべきではないかと考えます。

事前紺策 として、何が必要かなどを 3日 間ではこう、一週間では食料はこのような

ものが必要で しょうとか、被災 した らこうい うものを食べるので各家庭で食べるも

のも準備 しておきなさい等、私の西町では教育 しています。事前対策は大いに啓蒙

して、また必要なところは調査 しておくべきではないかと思います。この辺はどう

で しょうか。

■危機管理課

危機管理課で令和 4年度か ら、各地域への防災出前講座に力をいれていまして、

本聞副会長の西町行政区、それから奥村委員の下太 田行政区へも行き、住民の方ヘ

「こうい うことが大事ですよ。 ここだけはまず覚えて帰ってくださいね。」 と話 し

をしています。災害時の備えは、普段から頭の片隅に置いておくとい うことが非常

に大事です。コロナの影響でなかなか活動できない行政区も多いのですが、我々も

引き続き地域の中に入 り、今まで以上にどんどん広げていかなくてはならない、今

まで以上に汗をかいて頑張つていきたいと考えてお ります。合わせて、今ほどご意

見いただいた、こうい うところが大事だとい うところも、今までの体制では全部が

全部、危機管理課が考える風潮があ りました。今後は、各部署によって、 トイ レの

ことはここの部が担当する、避難所のことはここが中心になって考える、輸送のこ
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とについてはここが考えるといつた、自分たちの役割分担を役所の災害対策本部の

中で取 り、その中でそれぞれが情報をしっか り持ち災害対策のために必要なものを、

平時から構築 し、いざ実行に移 していく。そ して、修正点があれば区長の方々にい

ろいろご意見をいただき、改善 し、続けていくことが災害対応について 100点 が

ない中で、少 しでも前に進むためには大事だと考えてお ります。今回の防災計画の

見直 しも、その一歩です。

■危機管理課

今ほど本問委員から知見体験等を踏まえてお話がございました。本当に大切な内
容だと思つております。今の説明に追加したいことは、自分の身は自分で守る、こ
こは大前提になります。その時にどういった備えをしなければいけないかについて
は、この計画の中でも明示しております。防災知識の普及啓発については、計画本
文の55ページに記載しています。引き続き、防災講話で各行政区を回らせていた
だき、説明を進めているところです。どうぞよろしくお願いします。

◎平間会長

今までは一つの課が中心となる考え方が主流だつたのですが、これからは一つの

課で全部に係 るのではなく、市役所の組織力を生かして、全部の課が一丸 となって

総合力で危機対応に当たる。そ して、今おっしゃったように、自分のことは自分で

できる範囲でやるとい うのが、防災の基本かなと思います。これからも市民 と市役

所が連携 してやつていく姿が一番いいのかなと私個人は思います。

◎奥村委員

災害対策本部の在 り方ですが、 3。 11の時は対策本部の中に議会が入 りません

でした。市民からの情報を含めて、地域での対応は、議員はそれな りの役割を果た

せる位置付けだと思いますが、議長が北海道の方に行ってしまった関係 もあるかも

知れませんが、その後も議会が入ることはありませんで した。県内の他市町村等で

は、議員 と一緒にな り市、町の建て直 しをやっていました。内容については詳 しく

は分か りませんが、是非、何 らかの形で、対策本部本体そのもののスター ト時に入

らないとしても、議員は市民に近い立場にいますので、紺策本部に入ることを今後

検討 してほしいと思います。

■危機管理課

奥村委員のご意見の通 り受け止めて姑応 してまい ります。

◎本間副会長

阪神淡路大震災では、 6400人 を超える方が亡くなりました。亡くなったのは

圧死が多いです。今回の能登半島地震でも、特に古い木造住宅の一階が潰れて、一

階の人が圧死でなくなったケースが多いです。阪神淡路大震災の避難で大きな特徴
だつたのは、東南アジア系の外国人が非常に多かったとい うことですが、それは日

本人 と一緒に避難 しなかったからです。南相馬市でも外国人が増えていると思 うの

で、そ うい う事も頭に入れた計画が必要だと思います。現地を歩いて見ると、立派
な家の物が、持ち去 られ何もない家がたくさんありました。警察官は要所要所にい

るのですが、夜中まではいないですから、誰かが盗むことは予想 されます。要する

に、大災害が起こると警察も消防も市の職員 も皆さん被災者だとい うことです。こ
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れを現場で、「私たちも被災者なんだ。死ぬかも矢日れないんだ。」

明して、「自分でしっかり自分の身を守らなくてはならない」「とい

ていただきたいです。これは要望です。

い

ン
〕

とヽ

ン９

うことを説

とを強調 し

■危機管理課

おつしゃる通 り、受け止めて対応 します。

◇議長

その他、ご意見ご質問がなければ、以上で③ 「南相馬市地域防災計画の修正 (素

末安)に係るパブリックコメント手続の実施について」報告事項を終ります。

続きまして、④ 「南相馬市高齢者総合計画 (第 10期高齢者福祉計画 。第 9期介

護録険事業計画)の策定に係るパブリックコメント手続の実施について」担当課か

ら説明をお願いしますと

■長寿福祉課

(説 明 )

◇議長

只今の説明に関して、何かご意見ご質問等ありましたらお願いします。

◎平間会長

資料 5-2の 3ページ、現計画の概要で、本市の認知症サポーター数が少ないと

あ りますが、人材確保のために、募集をかけているとか、何か活動 されているので

しょっか。

■長寿福祉課

認知症サポーター数は、国や県と比べて南相馬市は少ない状況です。そのため、

認知症サポーター養成講座を開催 してお り、市民を対象に一般公募 を、また、金融

業者などにも声掛けをしてお ります。

また、新たに、認知症キンズサポ~タ ー養成講座を盛 り込み、小・中学生を対象

とした若い世代から認知についての理解を進める取 り組みを、新たに追記 しました。

現在の計画はこれまで 3年間行つてきま したが、その間コロナがあ り、その影響

でなかなか講座が開けず、また開いても講習生が集ま りづ らかった とい うことがあ

ります。 しかし一般市民のみならず、企業の方など広 く声掛けをしながら、サポー

ター数を増や してお ります。また、令和 6年度以降につきましては、小学生には認

知症を知つてもらう、中学生にはサポーターの一員になつてほしい とのことから、

授業の一環としてキンズサポーター養成講座を行つていきたいと考えています。

◎本間副会長

私も86歳ですか ら、認知症になってもおか しくない年齢です。大体 40%が 高

齢化社会の認知症の割合 とい う数字も出ています。以前にも、区長会か前回の地域

協議会で申し上げたと思いますが、高度な認知症にならない方が、犯罪に走ってし

ま うケースについてです。 これは 6ページの表にも情報が事細か く書いてあるので

すが、こうい う情報をしっか り得て警察機関に情報を共有するとい う制度があって

もいいのでは、とい うことも申し上げました。現役の時には社会的に地位のある方
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が、例えば、警察署長や県の部長などでも、犯罪 とはわからずにやって しま うわけ

ですから、一家にとっては大変不名誉なことで、本人も逮捕などになつて しまった

ら生活が大変なことにな ります。障がい者の名簿など区長にもきますが、民生委員

なども認知症の情報を持つようにして、万が一そ うなって しまった場合は、この人

はこうい う人だとの認定に基づいて刑にならないような罰金などにならないような

システムの構築も、今後の高齢化社会になるに従って大事ではないかと思いますの

で、お話 しいただければと思います。

■長寿福祉課     ‐

本間副会長のおっしゃる通 りで、認知症になってしまい自分が何をやつているか

わからない、でも、実際それは傍か ら見ると犯罪だつた、とい うことは大いにある

とい うことを私 どもも認識 してお ります。一方で、それを防ぐ手立てがないものか

とい うことも考えてお ります。その一つ としま して、地域での見守 りとい う部分が

必要なのかなと考えてお ります。 もう一つは、事業者である皆様方が、何か行動的

におかしいなと思っていただける、この行動は認知症かなとい うような、気づきの

ようなものを理解 していただくことも重要かなと思ってお ります。これまでも認知

症の事業 とい うものは、予防や頭の体操 といつたことをやってきたのですが、令和

6年度からは、それ らを踏まえながら、皆 さんに認知症ってこうい う事なのだ、 と

知つていただくようなことを進めていきたいと思つてお ります。皆さんは、認知症

になると思 うのは、物忘れをする、人の顔を覚えられない、怒 り出す、など認矢日症

の方の行動パターンをわかつてい らっしゃると思 うのです。でも、なぜその行動に

走っていくのかとい うところまでは、ご理解いただけないのかなと思ってお ります。

そ ういつたことを踏まえた上で、認知症に関して誰 しもがなるもの、怖いものでは

ない、隠すほどでもないとい うことを皆さんに分かっていただく機会をつ くり、広

げていきたいと思います。その中で、今、本間副会長か らございましたことも加 え

てご説明していきたいと考えてお ります。

◎本間副会長

もう一つ付け加 えてよろしいで しょうか。社会的に立派な地位にあった方のご家

庭では、認知症になったことをなかなか言わない、隠すそ うです。その辺 も承知 し

て進めていただきたいと思います。

■長寿福祉課

南相馬市がモデルにしているのが、神奈川県大和市です。人 口22万人ですが、

認知症に関して、殆 どの方が理解 されていることがあ ります。認知症の方 も「私は

認知症だ。」と堂々と皆 さんの前でおつしゃいます。その周 りの人も「そ うですか。

認知症なんですね。」で終わって しま うような関係性です。それが、認知症になっ

た方でも住みやすい環境ではないかと思ってお ります。今、本間副会長がおつしゃ

ったように、この地域に限らず田舎に行けば田舎に行 くほど、高度認知症の父親母

親を隠 したがる傾向が強いとい うのがあります。認知症になった父親母親がいるか

ら恥ずかしいのではないことを理解 していただくためにも、家族も含めなが ら、認

知症に対する周知活動を行つていきたいと思います。

◇議長

その他、ご意見ご質問がなければ、以上で④「南相馬市高齢者総合計画 (第 10
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期高齢者福祉計画 。第 9期介護保険事業計画)の策定に係 るパブ リックコメン ト手

続の実施について」報告事項を終 ります。             t ir
続きまして、⑤「ともによりそい 。はぐくむ南相馬市人権施策推進計画 (素案)

に係るパブリックコメント手続の実施について」担当課から説明をお願いします。

■市民課

(説  明 )

◇議長

只今の説明に関して、何かご意見ご質問等ありましたらお願いします。

◎奥村委員

今回、 1月 か ら人権擁護委員に任命 されました。 これからいろいろ勉強 していき

ます。概要の 7ページの、外国人に関する人権があ ります。私 どもの下太円工業団

地に相当数の外国人がお り、駅前の南相馬市多文化共生センター SAKURAと 県

との関係で、一昨年か ら地域 とのコミュニケーションを図る地域共生事業を行って

お り、今年の新年会も参加 していただいた経緯があ ります。先般の新聞に、外国人

に関する記事で県内で 8名 の方々への避妊の強要 とい うのがあり、大変な問題だと

思つています。 SAKURAと 外国人の方々を支援する体制はどのようになつてい

るのか、今後 どのように考えているのかをお聞かせ ください。

■市民課

全体版の 67ページに 「ともによりそい 。はぐくむ南相馬市人権推進会議委員名

簿」が載ってお ります。 こちらの関係団体の中に、外国人活躍支援 。国際交流協会

理事がメンバーに入つていただいてお ります。実は、条例を策定する際にも、外国

人 との関係について意見を伺いたい との思いから、会議を立ち上げた時か らメンバ

ーに入つていただいた経緯があります。 このメンバーから、外国人に紺する問題点

等を聞き取 りしてお ります。外国人に関する人権につきま しては、全体版の 38ペ
ージからございます。 「外国人に関する人権」を掲載 してお りますが、この中で現

状 と課題、これか らの主な取 り組みがあ ります。 こちらの主な事業、関係各課 と調

整 しながら、また、 SAKURAと 連携を取 りながら進めていきたいと思います。

◎本間委員

素案の 3ページ 「3人権に関する国内情勢」の中で、同和問題 とあ りますが、ま

だ 「部落」とい う表現は原町区内でも消えていません。こういった表現は、完全差

別用語だといわれているわけですか ら、この辺の指導もしつか りやつていただきた

いと思います。

■市民課

はい。ご意見として賜 りたいと思います。

◎平間会長

概要版 2ページに 「第 2章南相馬市の現状 (1)ア ンケー ト調査結果」が、あ り

ます。 50%を 超えているのが一か所で、あと40%と かがあるのですが、これを

担当課としては、どうい うふ うに捉えていますか。
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■市民課

こちらのアンケー ト調査結果ですが、 「Q.一人ひとりの人権が尊重 されていると

思いますか」で 「そ う思 う… 19。 2%」 で低い状況にあると考えています。推進

会議の中で、今後 どういつた活動をしたら最終年度にアンケー トを取つた時、この

低い現状を高く持つていけるか、取 り組みを考えてお ります。 「
Q。 人権尊重の理解

を深めるために必要な取 り組み」と「Q.人権啓発を今後どのように進めていけば良
いか」も低い傾向にありますので、計画の中に取 り組みとして記載 し、推進 してい

く予定でございます。

◎鈴木委員

概要版 6ページに子どもに関する人権の 【主な取組】の3番 目の「子どもの貧困
やヤングケアラー世帯の実態把握」とありますが、最近、よく新聞等でもヤングケ
アラーが問題視されています。南相馬市でもヤングケアラーについてどのような取
り組みをされているのですか。

■市民課

子 どもに関する人権については、南相馬市ではこども家庭課がございます。 この

課で、要保護児童姑策地域協議会を持つてお ります。 30ページにあ りますが、こ

ども家庭課 と学校関係 として学校教育課等が連携を取 り、子 どもの虐待やヤングケ

アラーを把握 し、支援に努めている協議会です。市民課 としては、そちらと連携を

取 りながら人権に関する啓発を進めたいと考えてお ります。

◎波田野委員

私は幼稚園で働いているのですが、確かに担当職員が、心配されるお子さんの家
庭に頻繁にお電話するなど、しっかりやつていただいております。ありがとうござ
います。

◇議長
その他、ご意見ご質問がなければ、以上で⑤「ともによりそい 。はぐくむ南相馬

市人権施策推進計画 (素案)に係るパブリンクコメント手続の実施施について」報
告事項を終ります。

続きまして、⑥「新庁舎建設基本設計に係る市民説明について」担当課から説明
をお願いします。

■公有財産管理課

(説  明 )

◇議長

只今の説明に関して、何かご意見ご質問等ありましたらお願いします。

◎奥村委員

今 日、防災計画の見直 しでパブコメにかけるとい うことで説明があ りま したが、

防災機能が最上階の 4階 とい うとこですが、屋上にヘ リポー ト等を設置するのかど

うか。また、今、ロボッ トテス トフィール ドもですが、様々な場所で ドローンをや
っています。宅配関係や今回の能登地震でも ドローンが活躍 しています。ヘ リポー
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卜をやらないにしても、いずれ間違いなく災害時の物資の輸送・移動は ドローンが

大変有効だと思うので、その辺りが議論されてきたのかをお伺いいたします3iェ lf

■公有財産管理課

まず、一点 目のヘ リポー トにつきましては、現在、総合病院に設置 してお ります

ので、一定程度の整理がついているものとしてお ります。また、 ドローンの活用に

ついて他の説明会等でも意見をいただいてお り、実際にどのような活用ができるの

かは、まだ固まつてお りませんが、南相馬市はロボットの町でもあ りますのでく活

用ができるのかについて、考えていきたい と思つてお ります。災害時の物資の移動

については、消防署の近 くに備蓄倉庫があ り、輸送・移動はそこで行われ るものと

考えてお ります。

◎奥村委員

以前もお話 ししま したが、現在の庁舎を壊 したときの駐車スペースは、ゆめはっ

とを含めて400台 とい うことですが、隣に東北電力の敷地があ り、ここなら80
台から100台 くらいの駐車スペースができるかと思います。東北電力の建物は 5

0年程度経ってお り、耐震などわからないですが、いずれ移転または同じ場所で建

替えるか検討に入ると思われます。また、今の建物にいる人数は 10年以上前 と比

べると、 3分の 1、 4分の 1しかいないで しょう。事務関係者は一人もいません。

窓 口機能も無い形態です。そ うですので、いずれ状況により代替地の話 もできるよ

うになるのではないか と思います。やは り、最終的に目の前に広い駐車場があれば、

災害時にも強 くな ります。 もし、東北電力が現庁舎に移転 したとすれば、そちらの

駐車場を活用 させていただく形もあろうかと思いますので、これで終わ りではなく

て、その後も情報共有化 し、良好な関係 を取つていただきたいです。是非、情報の

共有をしていい形にしてほしいと思います。

■公有財産管理課

東北電力の土地が隣接 しているお話は、伺つてお ります。機会を捉えて、アンテ

ナを高くし情報収集 していきながら、ご意見をいただいた敷地についても考慮 して

まい ります。

◎平間会長

駐車場の問題ですが、今の庁舎が駐車場にな りますよね。非常に入 りにくい駐車

場にな ります。今のような間口を使 うのであれば、道路が狭いです。 コンビニから

飯舘方面に行 く道は、東か ら来た大型 トラックが大きく回 り、コンビニの前の標識

を壊 したこともあ り、それを職員は見ていなかつたですか。今の道路のままでは、

非常に不便で使い勝手の悪い駐車場になると思 うのですが、せめて南北の、現庁舎

か ら飯館方面、フレスコキクチ方面に向か う道路の拡張を図る必要があると思いま

す。現庁舎を駐車場にするとなると使い勝手が悪いので、新庁舎の駐車場に行つて

こちらは使わない となって しまいます。 このように不便なのに、ただ、台数を確保

できればいいとい う考えなのですか。駐車場が交差点付近にあるのは一番だめです。

駐車場の構造 として何メー トルないといけない とい う交通法の問題 もあ ります。 ど

ちらから来ても曲がらないといけない、右折左折の問題があるのに駐車場を設置す

ることについてどのように考えているのですか。
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■公有財産管理課
=Ⅲ ,現時ッ点では、ここの旧庁舎は、駐車場ということになっております。今、ご意見

をいただいた通り、私どもだけではできないこともあるので、駐車場として使 うに
は、市の土木担当と協議しながら、使い易いように検討していきたいと思っていま

す。

◎平間会長

とヽを私はこの協議会の視察で山形の米沢市役所を見てきました。一階のフンフロアは、
二
大変良いと思いますが、米沢市役所では一階入 口近 くに地元の銀行が入つています。

山形銀行が入つて次に市民課等がありました。ATMではなく金融機関が窓 口に入る

とい う考えはなかったのでしょうか。

■公有財産管理課

新庁舎の各配置関係についてですが、金融機関については、市民アンケー トで

ATMの要望があり、設置 される見込みです。開庁が令和 11年度 とい うことで、こ

れからどんどん組織、考え方 も変わってくると思います。その中で、実際、何が必

要で何を配置するかが決まってくると思います。一般の金融機関を入れるか入れな
いかについては、相手方 とのお話もありますので、そ うしたことを協議 し決定 して
いきたいと思います。

◎前田委員

建設スケジュールの中でお聞きしたいのですが、おそ らく、令和 8年度の下半期
から9年度いっぱいまで駐車場が使えない状況があると思います。工事をしている

間はその状況にな りますが、ゆめはっとの駐車場を使用すること等について、手当

などの話 し合いとい うのは、していらっしゃるのでしょうか。

■公有財産管理課

工事中のゆめはっとの駐車場ですが、確かに、庁舎の建設期間中もゆめはっとは

開催、催事は続きます。工事する側 として、駐車場が東側 と西側に分かれた形にな
つてお りますので、全部の敷地を工事で使 うわけではなく、できれば半分ずつ使用
できるような計画を進めていきたいと考えてお ります。

もう一点は、まだ現在調整中ですが、どこか広い場所に、ゆめはっとの駐車場を

確保 した上で、バス等でピス トン輸送をするとい うことを考えてお り、生涯学習課
とゆめはっとと協議中です。

◎平間会長

先ほど奥村委員からのお話で、東北電力の敷地を確保でき、ゆめはっとの駐車場

も並行 してできれば、大変いいと思いますが、そこに踏み込めないのですよね。

■公有財産管理課

以前に、奥村委員からもご意見をいただきまして、東北電力にお話 しした経緯は
ございます。事務所、営業的な事務が無 くなっているものの、今す ぐにこの営業所
を手放す とか解体する計画は無いとの回答をいただきました。 しか しなが ら、先ほ

どおっしゃっていたようにあの場所は魅力的な場所だと思いますので、長いスパン

でアンテナを立てて、駐車場にできるようなチャンスがあれば、 目指 していきたい
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と考えているところです①

◎奥村委員

組織が代わ り、電カネ ットワークとして送電配電が一緒になっています。もとも

と技術センターが変電所側にありますが、長期的に情報をもらい、東北電力の考え

方もあると思 うので、今す ぐは確かに難 しいですが、ある程度の年数を掛け話をす

るのがいいと思います。いずれ更新 もありますから、タイ ミングよくやれば、何 ら

問題なく駐車場にできるように、ぜひ、そ うい うことも情報をいただきながら進め

てほしいと思います。

◎本間副会長

前に区長会で、これから高齢化社会の中で安全対策についても申し上げたのです

が、ゆめはつとと駐車場を共有 した時に、二つの信号を渡つて庁舎へ移動するよう

なところは他にどこにもないです。今、平間会長もおつしゃつたように、原町で一

番混む交差点です。安全対策等をお聞きします と、今の状態で使われるのかなと思

いますが、極端な話、旧庁舎から新庁舎に行ける地下道を作るとか、あるいは当分

の間、陸橋を作るとか、何か安全対策が必要なのではないかと思います。 これは要

望です。

■公有財産管理課

要望ということで、承ります。ありがとうございました。

◎平間会長

市民ホールを設けたとい うことは、非常に日玉かと思 うのですが、どうい う催 し

ものが可能かの基準は決まつていないので しょうか。例えば、小中学校の合唱など

の発表会を開いて、市民の皆さんに聴いてもらうとか。市民が誰でも利用できる公

的なものとい う受け取 り方でいいですか。

■公有財産管理課

実際の使い方については、当然、検討していかなければならないと思います。一

方で、何かの形で間仕切りを設けて簡易的な部屋として使 うということも、方々か

らの案としてありますので、そのような事も含めて実際の使い方等を検討していき

たいと思います。

◎平間会長

会議室等を設けたとい うのも特徴的だと思いますが、すみ分けを図 らないといけ

ないと思います。今まで各生涯学習センターや駅前の市民センター等で行つていた

ものが、市役所の方が駐車場もあつて便利だから利用 しようと、皆がこちらに集中

してしま う恐れがあります。その辺 りも含めて基準を明確にしていかなければなら

ないと思 うのですが、どうでしようか。

■公有財産管理課

今ご意見いただいた通 りでございます。 こちらは運用の部分だと思いますので、

どのような使い方があるか、また、使っていいのかとい う決め事を、新庁舎が完成

するまでに整備 していくことが必要だと考え、検討 してまい りたいと思います。
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◎本間副会長

小高:区鹿島区の機能は、その後、変わるのでしょうか。

■公有財産管理課

今回、新庁舎を整備する目的としまして、基本計画で、分散した庁舎の集約とい

うような表現をしておりました。集約紺象としておりますのは、現在の東庁舎西庁
舎と北庁舎、水道課が入つております南分庁舎を封象としております。また、現在
の本庁から小高に農政課が入つていますが、そうしたところまでが集約対象で一つ

にまとめるということです。小高区役所及び鹿島区役所の区役所機能を、集約する
ものではなく、そのまま機能として残すものでございます。

◎半谷委員

農業委員会を南相馬市労働福社会館で行つています。また、農業委員会の定例総
会も北庁舎をお借りして行つているのですが、そちらも集約されて新庁舎の会議室
でできるということでいいですか。

■公有財産管理課

農業委員会も集約対象で、新庁舎で業務を行つていただくことを想定 してお りま

す。一つ補足ですが、今回の新庁舎について、どのくらいの人数規模かを基本計画
で定めています。新庁舎の開庁時期が令和 11年度を目途に進めるとい うことにし

てお ります。一方、この基本計画で、どれ くらいの人数規模で新庁舎を作るのかを

策定してお り、職員数は減っていきますので、開庁時よりももつと先の職員数、減
った先の人数で基本計画を定めてお りました。想定 しているのが、令和 14年度の

職員数を基準に新庁舎を作ることを、基本計画に記載 してお ります。そ うすると、

令和 11年度の開庁当初には、想定 している人数全員が入 らないとい うことが出て

くるかと思います。最終的には収ま り、将来的には全部一つになります、とい うこ

とも基本計画で うたっています。以上が補足になります。

◎伏見委員

この計画は、だいぶ前になされていますよね。最初の段階と、事業費が全然違 う
ことになっていると思います。当初は、恐 らく70億 くらいだったと思いますが、
それから比較するととんでもない金額ではないですか。それについてもう少 し詳 し

く説明して、 「何でもかんでも要望があったら中に入れましょう」ではなくて、必

要外は入れる必要はない し、削 り取つておくところは削 り取 らないと、金ばか りが

かか り大変な事になります。当時でしたら、 1ドル 100円 くらいかな。今 150
円近 くになつているので、資材の高騰がすごい状況になっているわけです。きちっ

とした計画を立てない と頓挫 して しま うかもしれません。私 としては、そ ういった

ところをもう少 し精査 していただきたいと思います。

■公有財産管理課

こちらの新庁舎建設基本計画の中では、総事業費 とい うことで 71億円として記

載 されています。現在、基本設計を進めてお りまして、今、建てた らいくらになる
のかとい う総事業費を算出するとい うのも、基本設計の業務でございます。この基

本設計を取 りまとめた段階で総事業費がいくらになるのかが出てきます。伏見委員
のご意見にもありましたように、要望 として全部入れると膨 らむばか りですので、
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ある程度の取捨選択が必要になつてまい ります。必要な機能を精査 した上で全体的

な費用縮減を図 りつつ、基本設計で最終的にどれ くら:い の額になるのか、というと

ころを算出してい くとい うものです。

◇議長

その他、ご意見ご質問がなければ、以上で報告事項を終ります。

次に、「次第4 その他」に移ります。

4 その他

◇議長

その他に (1)次回の開催日程について事務局からお願いします。

事務局

2月 5日 (月 )に臨時で午後 1時 30から開催予定である。

また、 2月 の定例協議会は 2月 26日 (月 )午後 1時 30分から予定である。

◇議長

その他なければ、以上で終わります。

5 閉会 年後 16時 50分終了

■原町区地域振興係長

以上をもちまして、第 9回原町区地域協議会を閉会といたします。ありがとう

ございました。
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以上のとおり相違ありません。

会長

会議録署名人

会議録署名人

千 潤 洛原

奥 蔦ィ乏掛

準ぶ兵知ひ
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